
( 木 ) 天候 くもり 25.8 ℃（8時現在） JA全農いわて 園芸部

品目 都中央計 前日 前日比 前年 前年比

きゅうり 454 251 181 362 125

トマト 334 201 167 363 92

ピーマン 157 108 145 145 108

なす 230 165 140 195 118

だいこん 402 352 114 296 136

キャベツ 806 690 117 874 92

レタス 410 251 163 439 93
ねぎ 201 117 172 211 96

計 5,726 4,212 136 4,374 131

　

きゅうり ：

トマト ：

ミニトマト ：

なす ：

ピーマン ：

キャベツ ：

ほうれんそう ：

レタス類 ：

ねぎ ：

生しいたけ ：

本県産大田市場品目概況 他県産大田市場品目概況（参考）

品目 品目

きゅうり 5㌔ ＡＭ B袋 △♯ きゅうり 近在 5㌔ AM 福島 ♯

トマト 4㌔ ＡＬＭ １㌔ △♯ トマト 北海道 4㌔ ALM 東北 ♯

ミニトマト 200㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ3㌔ △♯ ミニトマト 青森 200㌘ ＡＭ 福島 ♯

ピーマン 150㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ4㌔ △♯ ピーマン 茨城 150㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ4㌔ ♯

な　す 4㌔ AL B袋 ♯ なす 群馬 400㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ ♯

キャベツ 10㌔ ＡＬ ♯ キャベツ 群馬 10㌔ ＡL 長野 △♯

だいこん 10㌔ ＡＬ ２L △♯ だいこん 青森 10㌔ ＡＬ A2L △♯

ほうれんそう 170㌘ ＡＭ △♯ ほうれんそう 群馬 200㌘ ＡＭ 栃木 △♯

レタス 10㌔ Ａ16 レタス 長野 10㌔ ＡＬ ♯

非結球レタス 4㌔ AL サニー 1,500～1,300 AL リーフ 1,500～1,300 ○♯ 非結球レタス 長野 4㌔ ＡL サニー 18-16 長野 リーフ 14-12 ○♯

アスパラガス 100㌘ ＡＬ ♯ アスパラガス 九州 100㌘ ＡＬ 栃木 ♯

ねぎ 5㌔ ＡＬ束 Ａ2Ｌバラ △♯ ねぎ 秋田 5㌔ AL束 ２Lﾊﾞﾗ △♯

ズッキーニ ２㌔ ＡＭ △♯ ズッキーニ 群馬 ２㌔ ＡＭ 長野 ♯

生しいたけ 100㌘ ＡＭ ﾊﾞﾗ2㌔ ♯ 生しいたけ 秋田 100㌘ ＡＭ ♯

○＝上げ、○♯＝強もちあい、＃＝もちあい、△♯＝弱もちあい、△＝下げ

1,300‐1,000 - 1,200
- 2,000～1,500 150～130

120～100
2,200～2,000 2300～2,000 2,200～2,000 2,300～2,200

- 2,500～2,300

120 - 120～100

-

1,100～1,000 - 1,300 1,200
170-150 - 180～150 180～160

1,700～1,500 130 150～140 1,600～1,400
900～500 - 700～600 1,000～800

250～230 3,500～3,000 250～240 250～240
90～70 1,800～1,200 110～90 1,800～1,600

2,300～2,000 150～130 2,000～1,800 2,300～2,000
2,700～2,300 400 2,500～2,300 2,700～2,300

東北産中心に微増での入荷となったが、量販店中心に荷動きは鈍く、相場は「弱もちあい」となった。

概況 概況

令和7年9月4日

全　般 ：

入荷状況は、各地高温と不安定な天候により入荷が安定しないものの、果菜類とキャベツ中心に全体量は増量した。

販売状況は、月初めの量販店特売需要が落ち着いたこと、また残暑厳しく量販店の売れ行きは鈍い状況。相場は野菜全般に「もちあい～弱もちあい」となった。

東北産・近在産中心に少ない入荷となったが、秋商材への棚替えが始まってきているものの気温高により荷動きは鈍く、相場は「もちあい」となった。

東北産中心の入荷となったが、抑制作が増量していることと高値疲れにより、相場は「弱もちあい」となった。

北海道・東北産中心に少なめの入荷となったが、高値により荷動きは鈍く、相場は「弱もちあい」となった。

北海道産・東北産中心に落ち着いた入荷となったが、高値により荷動きは鈍く、相場は「弱もちあい」となった。

栃木産・群馬産中心に微増での入荷となったが、特売や給食需要により一定の引き合いがあるため、相場は「もちあい」となった。

岩手産・茨城産中心に微減での入荷となったが、岩手産中心に赤果クレームが多発しているため荷動きが鈍く、相場は「弱もちあい」となった。

群馬産・岩手産中心に潤沢な入荷となり、量販店中心に荷動きは停滞しているものの、相場は「もちあい」となった。

群馬産・栃木産・岩手産のハウス作中心に少なめの入荷となったが、高値により荷動きは鈍いため、相場は「弱もちあい」となった。

長野産・群馬産中心に少ない入荷となり、加工業務向けを中心に一定の引き合いがものの、相場は結球で高値疲れから「下げ」、非結球で数量減から「強もちあい」となった。

い わ て 純 情 野 菜 市 況 速 報


